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青く澄んだ空と稲穂・夏の栃木県

い
つ
の
間
に
か
、
東
京
で
は
在
宅
医
療
環
境
が
、

整
備
さ
れ
て
き
て
い
る
よ
う
で
す
。
私
は
、
東
邦

大
学
の
大
森
で
、
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
科
が
開

設
さ
れ
た
時
よ
り
、
月
数
回
外
来
診
療
を
さ
せ
て

頂
い
て
お
り
ま
す
。
当
初
は
、
障
害
児
は
Ｎ
Ｉ
Ｃ

Ｕ
か
ら
、
小
児
病
棟
へ
転
棟
し
て
し
ば
ら
く
し
た

の
ち
、（
時
に
数
年
）、
地
域
の
小
児
病
院
へ
転
院
、

申
し
込
み
順
が
回
っ
て
く
れ
ば
療
育
を
行
う
と
さ

れ
る
医
療
施
設
へ
入
所
と
な
っ
て
い
た
よ
う
に
思

い
ま
す
。
し
か
し
最
近
で
は
、
大
学
病
院
よ
り
病

状
が
安
定
す
れ
ば
直
接
在
宅
へ
退
院
と
な
っ
て
い

る
よ
う
で
す
。

西
多
摩
療
育
支
援
セ
ン
タ
ー
で
も
、
こ
の
頃

は
、
総
合
医
療
機
関
か
ら
直
接
在
宅
へ
退
院
と
な

り
、
訪
問
診
療
を
主
と
す
る
診
療
所
と
訪
問
看
護
、

バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
と
し
て
地
域
の
病
院
と
な
っ
て
い

ま
す
。
そ
し
て
、
当
施
設
に
専
門
的
な
療
育
が
期

待
さ
れ
て
外
来
に
紹
介
受
診
が
増
え
て
き
て
い
ま
す
。

本
年
の
厚
生
労
働
省
中
央
社
会
保
険
医
療
協
議

会
の
資
料
で
も
、
全
国
的
に
訪
問
診
療
は
大
幅
に

増
加
（
在
宅
患
者
訪
問
診
察
件
数
は
、
令
和
元
年

か
ら
増
加
傾
向
で
、
令
和
４
年
度
は
平
成
27
年
の

約
１
・
５
倍
）、
小
児
に
対
す
る
在
宅
医
療
で
も
、

訪
問
診
療
の
算
定
回
数
は
増
加
し
て
い
る
。
地
域

で
差
が
あ
る
よ
う
で
す
が
、
０
か
ら
14
歳
で
は

東
京
都
や
大
阪
府
、
神
奈
川
県
で
算
定
回
数
が
多

い
。
ま
た
、
小
児
科
分
野
で
の
訪
問
診
療
１
回
あ

た
り
の
診
療
報
酬
は
他
科
に
比
べ
て
著
明
に
高
い

の
が
特
徴
で
す
。
訪
問
看
護
に
お
い
て
も
、
70
歳

以
上
の
高
齢
者
も
増
加
し
て
い
ま
す
が
、
乳
幼
児

を
含
む
30
歳
未
満
の
若
年
層
の
利
用
者
も
増
加
し

て
い
て
、
令
和
元
年
と
令
和
３
年
の
比
で
は
、
０

か
ら
９
歳
で
１
・
16
倍
、
10
か
ら
19
歳
で
１
・
43

倍
、
20
か
ら
29
歳
で
１
・
39
倍
と
な
っ
て
い
ま

す
。
年
齢
的
な
訪
問
看
護
の
内
容
は
わ
か
り
ま
せ

ん
が
、
訪
問
看
護
指
示
書
に
お
け
る
リ
ハ
ビ
リ
職

が
行
う
訪
問
看
護
の
指
示
の
有
無
は
「
あ
り
」
が

28
・
３
％
で
、
職
種
は
理
学
療
法
士
が
48
・
２
％

で
最
も
多
く
、
ま
た
、
記
載
事
項
（
指
示
内
容
）

は
、
１
日
あ
た
り
実
施
時
間
平
均
48
・
９
分
、
訪
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問
回
数
、
週
平
均
１
・
６
回
で
し
た
。
今
後

も
、
生
ま
れ
な
が
ら
に
重
い
心
身
障
害
が

あ
っ
た
と
し
て
も
、
在
宅
で
の
生
活
が
増
え

て
行
く
と
思
わ
れ
ま
す
。

障
害
を
持
つ
児
者
が
在
宅
で
生
活
し
て
い

く
た
め
に
は
、
単
に
病
気
で
は
な
い
、
必

要
な
医
療
機
器
の
管
理
な
ど
だ
け
で
は
な

く
、
成
長
な
ど
年
齢
に
よ
る
変
化
し
て
い
く

心
身
の
機
能
、
進
学
や
就
職
な
ど
生
活
環
境

の
変
化
に
対
応
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
そ
の
た
め
に
は
、
多
職
種
が
連
携
し
、

利
用
者
で
あ
る
障
害
児
者
の
情
報
を
共
有
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
し
ょ
う
。
利
用
者
の

情
報
の
共
通
理
解
を
促
進
す
る
た
め
は
、
情

報
の
言
語
化
・
数
値
化
・
画
像
な
ど
を
伴
え

ば
、
容
易
に
な
る
と
思
い
ま
す
。
利
用
者
の

疾
患
情
報
に
対
す
る
言
語
化
・
数
値
化
な
ど

は
医
療
機
関
間
で
の
情
報
提
供
で
行
わ
れ
る

生
化
学
や
生
理
検
査
結
果
、
服
薬
の
内
容
な

ど
の
添
付
が
可
能
で
す
。
し
か
し
、
障
害
に

つ
い
て
は
難
し
い
。
特
に
利
用
者
が
重
度
の

心
身
障
害
に
な
れ
ば
な
る
ほ
ど
困
難
が
増
す

と
思
い
ま
す
。
例
え
ば
、｢

痙
縮
に
よ
り
四

肢
体
幹
の
関
節
の
変
形
が
著
し
く
寝
た
き
り

全
介
助
、
Ｆ
Ｉ
Ｍ
セ
ル
フ
ケ
ア
点
数
が
全
て

１
点
、
大
島
分
類
１
、
超
重
症
25
点
以
上
」

と
言
わ
れ
て
も
障
害
児
者
を
専
門
と
し
た
者

し
か
、
対
象
と
し
た
障
害
児
者
を
想
起
す
る

こ
と
が
で
き
な
い
で
し
ょ
う
。
専
門
で
は
な

い
方
々
に
理
解
し
情
報
を
共
有
し
や
す
く
す

る
た
め
に
は
、
手
足
の
動
き
一
つ
に
し
て

も
、
全
身
の
個
々
の
関
節
範
囲
を
計
測
、
関

節
の
制
限
が
骨
や
関
節
の
問
題
な
の
か
・
筋

肉
が
短
く
な
っ
て
い
る
た
め
か
・
筋
緊
張
の

た
め
か
等
々
を
丁
寧
に
言
語
化
も
し
く
は
数

値
化
し
、
説
明
す
る
必
要
が
あ
る
と
思
い
ま

す
。
関
節
の
動
き
の
悪
い
と
こ
ろ
が
多
い
ほ

ど
、
計
測
・
評
価
だ
け
で
も
時
間
が
か
か
り

ま
す
。
こ
れ
は
運
動
器
機
能
障
害
の
一
部
で

あ
り
、
こ
れ
以
外
に
も
、
日
常
生
活
で
の
各

種
動
作
、
姿
勢
保
持
の
状
況
、
栄
養
摂
食
嚥

下
、
心
理
面
、
介
護
面
な
ど
心
身
障
害
の
評

価
は
、
障
害
が
重
度
で
あ
れ
ば
あ
る
ほ
ど
、

多
岐
に
わ
た
り
時
間
を
要
し
ま
す
。

在
宅
生
活
を
し
て
い
る
障
害
児
者
が
安
心

し
た
医
療
や
療
育
を
受
け
る
た
め
に
は
、
多

職
種
の
連
携
が
必
要
で
す
。
多
職
種
の
連
携

を
行
う
た
め
に
は
、
十
分
な
情
報
共
有
が
必

要
で
す
。
そ
の
た
め
に
、
療
育
専
門
施
設
と

し
て
私
た
ち
が
、
利
用
者
の
障
害
に
関
し
て

評
価
し
、
障
害
児
者
を
支
え
る
色
々
な
方
々

に
、
分
か
り
や
す
く
共
有
連
携
し
や
す
い
情

報
を
提
供
す
る
こ
と
も
、
大
事
な
使
命
と
思

い
ま
す
。
子
供
は
成
長
し
、
進
学
・
就
職
な

ど
に
よ
り
生
活
環
境
も
変
化
し
ま
す
。
障
害

児
者
の
障
害
状
況
も
こ
れ
に
よ
り
変
化
し
ま

す
。
経
時
的
・
定
期
的
に
、
そ
し
て
適
切
な

時
に
、
理
解
し
て
も
ら
い
易
い
確
実
な
情
報

を
い
か
に
早
く
、
障
害
児
者
の
援
助
者
や
関

連
機
関
に
提
供
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。
限

ら
れ
た
診
療
時
間
の
中
で
行
う
に
た
め
に
、

鶴
風
会
と
し
て
、
様
々
な
方
法
を
考
え
出
す

必
要
が
あ
り
ま
す
。
皆
様
方
の
ご
意
見
、
ご

指
導
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

本
法
人
鶴
風
会
東
京
小
児
療
育
病
院
は
、

来
年
に
創
立
60
周
年
を
迎
え
ま
す
。
ま
た
、

西
多
摩
療
育
支
援
セ
ン
タ
ー
も
満
20
周
年
と

な
り
ま
す
。
東
京
小
児
療
育
病
院
は
、
当
時

日
本
に
お
い
て
数
少
な
く
遅
れ
て
い
た
肢
体

不
自
由
児
・
脳
性
小
児
マ
ヒ
の
療
育
施
設
と

し
て
設
立
さ
れ
ま
し
た
。
東
邦
大
学
医
学
部

第
１
回
卒
業
生
の
龍
智
恵
子
先
生
を
代
表
し

て
多
く
の
同
級
生
・
後
輩
等
の
強
力
な
支
援

の
も
と
に
、
東
京
小
児
療
育
病
院
を
創
立
さ

れ
た
こ
と
は
衆
知
の
事
実
で
す
。
国
や
東
京

都
の
応
援
も
あ
り
、
学
校
法
人
東
邦
大
学
も

強
く
支
援
し
て
参
り
ま
し
た
。
社
会
福
祉
法

人
と
し
て
幾
度
か
の
存
続
の
危
機
を
乗
り
越

え
て
、
現
在
は
重
症
心
身
障
害
児
者
（
以
下
、

重
心
児
者
）
の
療
育
施
設
と
し
て
社
会
貢

献
し
て
い
き
ま
す
。
重
心
児
者
の
医
療
・
療

育
・
生
活
・
福
祉
等
を
情
熱
を
持
っ
て
色
々

な
専
門
性
を
発
揮
し
て
積
極
的
に
関
わ
っ
て

下
さ
る
各
職
種
の
方
々
に
支
え
ら
れ
て
い
ま

す
。
各
専
門
職
の
皆
様
に
心
か
ら
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。

私
設
故
に
、
経
営
的
に
は
歴
代
理
事
長
の

責
任
の
も
と
に
理
事
会
・
評
議
員
会
が
組
織

さ
れ
、
運
営
さ
れ
て
い
ま
す
。
診
療
責
任
は

病
院
長
が
担
い
、
院
長
も
経
営
責
任
を
持
ち

ま
す
。
本
法
人
に
ユ
ニ
ー
ク
な
組
織
と
し
て

「
後
援
会
」
が
あ
り
、
法
人
の
事
業
を
応
援

し
て
い
ま
す
。

今
年
四
月
に
本
法
人
の
理
事
長
、
病
院
長
、

西
多
摩
療
育
支
援
セ
ン
タ
ー
長
の
人
事
異
動

が
あ
り
、
理
事
会
・
評
議
員
会
に
て
承
認
さ

れ
ま
し
た
。

松
尾
賢
二
理
事
長
か
ら
鶴
岡
広
理
事
長
に

な
り
ま
し
た
。
松
尾
理
事
長
は
中
里
厚
理
事

長
の
後
継
者
と
し
て
六
年
間
の
任
務
を
全
う

さ
れ
ま
し
た
。
松
尾
理
事
長
は
、
ほ
と
ん
ど

コ
ロ
ナ
流
行
期
で
あ
り
大
変
で
し
た
。
院
内

感
染
も
発
生
し
診
療
を
制
限
さ
れ
る
と
い
う

経
営
危
機
状
態
に
陥
り
ま
し
た
が
、
経
費
削

減
等
細
か
い
と
こ
ろ
ま
で
チ
ェ
ッ
ク
し
て
赤

字
を
克
服
し
た
手
腕
は
高
く
評
価
さ
れ
る
も

の
で
し
た
。
さ
ら
に
、
電
子
カ
ル
テ
化
や
Ｍ

Ｒ
Ｉ
導
入
を
成
し
遂
げ
ら
れ
ま
し
た
。
素
敵

な
ジ
ョ
ー
ク
を
入
れ
た
お
話
は
、
人
を
魅
了

し
豊
富
な
知
識
や
多
方
面
に
わ
た
る
提
案
を

示
さ
れ
た
り
、
自
ら
細
や
か
な
作
業
も
さ
れ

ま
し
た
。
歴
代
理
事
長
の
中
で
も
名
理
事
長

の
一
人
で
し
た
。

新
理
事
長

鶴
岡
広
先
生

新
理
事
長
は
、
三
月
ま
で
西
多
摩
療
育
支

援
セ
ン
タ
ー
長
で
あ
っ
た
鶴
岡
広
先
生
で
す
。

鶴
岡
先
生
は
、
整
形
外
科
医
で
あ
り
、
リ
ハ

ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
医
学
・
医
療
の
専
門
医
で

す
。
重
心
児
者
の
医
療
・
福
祉
等
に
は
整
形

外
科
医
の
存
在
が
重
要
で
す
。
整
形
外
科
医

は
多
い
の
で
す
が
、
重
心
児
者
の
リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
医
学
を
志
向
す
る
医
師
は
極
め

新
し
い
執
行
部
に
期
待
と

当
法
人
へ
の
絶
大
な
る
ご
支
援
を

社
会
福
祉
法
人
鶴
風
会
後
援
会
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て
少
な
い
で
す
。
東
京
小
児
療
育
病
院
開
設

の
頃
に
、
石
原
昂
先
生
と
い
う
整
形
外
科
医

が
関
わ
っ
て
下
さ
っ
た
時
を
懐
か
し
く
思
い

出
し
ま
す
。
整
形
外
科
医
の
立
場
か
ら
重
心

児
者
医
療
を
考
慮
し
な
が
ら
本
法
人
の
経
営

に
新
理
事
長
と
し
て
の
手
腕
を
発
揮
し
て
下

さ
る
も
の
と
大
い
に
期
待
し
て
い
ま
す
。

東
京
小
児
療
育
病
院
長
は
、
椎
木
俊
秀
先

生
か
ら
佐
々
木
征
行
先
生
に
交
代
し
ま
し

た
。
椎
木
先
生
は
、
永
年
に
わ
た
り
病
院
長

を
さ
れ
、
診
療
を
通
し
て
重
心
児
者
と
そ
の

ご
家
族
に
よ
り
添
わ
れ
て
支
援
さ
れ
て
参
り

ま
し
た
。
ま
た
、
医
師
や
コ
メ
デ
ィ
カ
ル
ス

タ
ッ
フ
の
診
療
・
教
育
に
も
尽
力
さ
れ
ま
し

た
。
経
営
的
セ
ン
ス
も
高
く
理
事
長
を
支
え

ら
れ
ま
し
た
。

新
院
長

佐
々
木
征
行
先
生

佐
々
木
征
行
新
病
院
長
は
、
小
児
神
経
専

門
医
で
す
。
数
年
前
の
日
本
小
児
神
経
学
会

を
主
催
さ
れ
て
い
ま
す
。
国
立
精
神
・
神
経

医
療
研
究
セ
ン
タ
ー
病
院
小
児
神
経
診
療

部
長
を
経
て
、
本
法
人
に
来
て
頂
き
ま
し

た
。
米
国
Ｎ
Ｉ
Ｈ
へ
の
留
学
も
経
験
さ
れ
て

い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。
椎
木
先
生
も
佐
々
木

先
生
も
有
馬
正
高
先
生
門
下
生
で
す
。
椎
木

先
生
は
後
任
と
し
て
佐
々
木
先
生
を
お
招
き

す
る
構
想
を
持
た
れ
、
私
の
方
に
相
談
さ
れ
、

私
も
招
聘
に
関
わ
ら
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
椎

木
先
生
は
、
佐
々
木
先
生
に
診
療
面
の
み
な

ら
ず
研
究
面
や
若
手
医
師
の
教
育
、
ま
た
若

手
医
師
を
招
く
こ
と
へ
の
期
待
を
さ
れ
て
い

ま
す
。
佐
々
木
先
生
は
国
立
精
神
・
神
経
セ

ン
タ
ー
に
お
け
る
重
心
児
者
施
設
の
永
年
の

診
療
・
研
究
、
実
績
も
あ
り
、
大
い
に
期
待

し
た
い
と
思
い
ま
す
。

新
セ
ン
タ
ー
長

清
水
教
一
先
生

西
多
摩
療
育
支
援
セ
ン
タ
ー
は
、
セ
ン

タ
ー
長
で
あ
っ
た
鶴
岡
先
生
が
理
事
長
と

な
っ
た
た
め
に
、
新
セ
ン
タ
ー
長
清
水
教
一

先
生
を
迎
え
ま
し
た
。
鶴
岡
先
生
の
こ
と

は
理
事
長
の
と
こ
ろ
で
記
述
し
ま
し
た
の
で
、

こ
こ
で
は
省
略
し
ま
す
。
清
水
先
生
は
、
私

の
い
た
小
児
科
学
教
室
の
後
継
の
教
授
で
し

た
。
ま
た
、
若
き
頃
に
国
立
精
神
神
経
セ
ン

タ
ー
の
レ
ジ
デ
ン
ト
と
し
て
佐
々
木
征
行
先

生
と
同
期
で
あ
っ
た
と
の
こ
と
で
あ
り
、
有

馬
門
下
生
で
も
あ
り
ま
す
。
米
国
セ
ン
ト
ル

イ
ス
の
ワ
シ
ン
ト
ン
大
学
小
児
科
に
三
年
間

留
学
し
て
い
ま
す
。
小
児
神
経
学
、
発
達
障

害
や
先
天
代
謝
異
常
を
専
門
と
し
て
い
ま
す
。

新
理
事
長
の
鶴
岡
先
生
、
新
病
院
長
の

佐
々
木
先
生
、
西
多
摩
療
育
支
援
セ
ン
タ
ー

長
の
清
水
先
生
は
い
ず
れ
も
同
年
代
同
年
齢

で
す
。
夫
々
役
職
は
違
い
ま
す
が
、
同
じ
社

会
福
祉
法
人
鶴
風
会
の
中
の
責
任
あ
る
立
場

に
な
ら
れ
ま
し
た
。
切
磋
琢
磨
し
て
、
本
法

人
の
発
展
に
最
大
限
の
ご
尽
力
を
賜
り
た
く

ご
活
躍
を
期
待
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

後
援
会
の
重
要
な
任
務
の
一
つ
に
、
ス

タ
ッ
フ
を
応
援
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
新

執
行
役
員
を
応
援
す
る
と
と
も
に
全
職
員
を

支
援
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

後
援
会
の
最
重
要
課
題
は
、
如
何
に
寄
附

金
を
多
く
集
め
る
か
と
い
う
こ
と
で
す
。
東

京
小
児
療
育
病
院
は
、
約
60
年
前
の
建
物
が

多
く
耐
要
年
数
が
過
ぎ
て
い
ま
す
が
、
建
て

替
え
る
資
金
が
あ
り
ま
せ
ん
。
日
頃
の
経
営

面
の
難
し
さ
も
あ
り
、
建
て
替
え
資
金
を
残

す
こ
と
が
出
来
て
い
な
い
の
が
現
状
で
す
。

い
つ
も
心
苦
し
い
で
す
が
、
社
会
福
祉
法

人
鶴
風
会
へ
の
ご
寄
附
を
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
流
行
が

始
ま
っ
て
今
年
の
春
で
丸
３
年
を
越
え
ま
し

た
。
厳
し
い
感
染
対
策
を
実
施
し
て
き
た
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
こ
の
間
に
当
院
で
も
何
回

か
ク
ラ
ス
タ
ー
が
発
生
し
た
こ
と
が
あ
り
ま

し
た
。
そ
の
た
び
に
短
期
入
所
、
通
所
、
外

来
受
け
入
れ
な
ど
に
制
限
を
か
け
ざ
る
を
得

ず
、
利
用
者
の
皆
様
に
は
ご
迷
惑
を
お
か
け

し
、
経
営
面
で
も
厳
し
い
状
況
に
置
か
れ
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

私
が
入
職
し
た
４
月
に
は
幸
い
流
行
の
勢

い
は
か
な
り
収
ま
り
、
２
０
２
３
年
５
月
の

連
休
明
け
に
よ
う
や
く
感
染
症
法
上
の
位
置

づ
け
が
２
類
か
ら
５
類
に
引
き
下
げ
ら
れ
ま

し
た
。
新
型
感
染
症
の
流
行
も
４
年
目
に
入

る
こ
と
に
な
り
、
新
た
な
脅
威
と
い
う
よ
り

は
常
に
あ
る
も
の
と
し
て
い
わ
ゆ
る
「
ウ
ィ

ズ
コ
ロ
ナ
」
と
し
て
、
以
前
か
ら
実
施
し
て

き
た
活
動
を
新
た
な
時
代
に
合
わ
せ
て
徐
々

に
戻
し
て
い
ま
す
。

当
院
で
は
、
職
員
の
東
京
都
集
中
的
Ｐ
Ｃ

Ｒ
検
査
は
週
１
回
の
ペ
ー
ス
で
実
施
継
続
し

て
お
り
ま
す
が
、
利
用
者
の
短
期
入
所
前
の

Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
は
終
了
し
、
短
期
入
所
・
通

所
・
外
来
・
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
は

コ
ロ
ナ
前
通
り
の
稼
働
に
戻
り
継
続
し
て
お

り
ま
す
。
入
所
者
の
外
出
行
事
も
再
開
し
ま

し
た
。
職
員
や
入
所
者
に
陽
性
者
が
発
生
し

た
場
合
の
病
院
・
病
棟
と
し
て
の
新
た
な
対

応
策
や
短
期
入
所
者
の
通
所
参
加
基
本
パ

タ
ー
ン
を
作
成
し
実
行
し
て
い
ま
す
。
ご
家

族
の
直
接
の
面
会
に
つ
い
て
は
、
ご
予
約
の

上
、
病
棟
内
で
15
分
間
以
内
と
し
て
再
開
し

て
お
り
ま
す
。

職
員
の
感
染
予
防
対
策
は
、
定
期
的
Ｐ
Ｃ

Ｒ
以
外
に
、
標
準
予
防
策
の
徹
底
、
出
勤
時

の
マ
ス
ク
着
用
と
体
温
測
定
・
体
調
確
認
お

よ
び
濃
厚
接
触
者
票
記
載
、
各
部
屋
の
換
気

と
Ｃ
Ｏ
２
濃
度
モ
ニ
タ
ー
の
使
用
な
ど
を
継

続
し
て
い
ま
す
。

花
火
大
会
、
み
ど
り
祭
り
な
ど
の
行
事
も

再
開
す
る
方
向
で
準
備
し
て
お
り
ま
す
が
、

７
月
か
ら
８
月
に
か
け
て
感
染
流
行
の
兆
し

４
年
目
に
入
っ
た
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
現
況
と
対
策

東
京
小
児
療
育
病
院

　
　
　
　
　

院
長

佐
々
木

征
行
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が
あ
り
、
ご
家
族
の
参
加
お
よ
び
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
等
の
外
部
参
加
は
残
念
な
が
ら
中
止

と
し
、
小
規
模
で
の
再
開
と
な
る
予
定
で
す
。

近
隣
の
方
々
含
め
皆
様
お
楽
し
み
の
バ
ザ
ー

は
今
年
も
実
施
し
な
い
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

７
月
か
ら
８
月
に
か
け
て
は
、
利
用
者
や

職
員
に
も
感
染
者
が
散
発
的
に
認
め
ら
れ
て

い
ま
す
。
し
か
し
感
染
予
防
策
を
徹
底
す
る

こ
と
に
よ
り
ク
ラ
ス
タ
ー
を
発
生
さ
せ
る
こ

と
な
く
経
過
し
て
お
り
ま
す
。
こ
の
ま
ま
院

内
で
の
流
行
を
見
な
い
よ
う
職
員
一
人
ひ
と

り
が
自
覚
し
て
対
処
し
て
い
け
る
こ
と
を
強

く
願
っ
て
お
り
ま
す
。

以
上
当
院
の
最
近
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
に
関
す
る
状
況
を
ご
報
告
し
ま
し
た
。

今
後
と
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

西
多
摩
療
育
支
援
セ
ン
タ
ー
は
、
上
代
継

診
療
所
、
重
症
心
身
障
害
児
・
者
を
対
象
と

し
て
通
所
に
よ
る
支
援
を
行
っ
て
い
る
上
代

継
在
宅
地
域
支
援
セ
ン
タ
ー
、
そ
し
て
主
に

身
体
障
害
者
の
生
活
支
援
を
行
う
障
害
者
支

援
施
設
楽
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
し

て
様
々
な
職
種
の
職
員
の
働
き
に
よ
っ
て
成

り
立
っ
て
い
る
施
設
で
す
。
多
職
種
が
チ
ー

ム
ワ
ー
ク
良
く
連
携
し
て
い
く
こ
と
で
、
ス

ム
ー
ズ
な
質
の
高
い
運
営
が
可
能
と
な
り
ま

す
。
そ
の
た
め
に
は
、
時
に
仕
事
以
外
の
場

面
で
、
職
種
の
枠
を
超
え
て
集
い
、
話
を
し

て
お
互
い
を
良
く
知
る
こ
と
、
そ
し
て
仕
事

の
場
に
お
い
て
気
楽
に
話
が
で
き
る
関
係
を

構
築
す
る
こ
と
が
と
て
も
重
要
に
な
っ
て
き

ま
す
。
本
年
５
月
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
５
類
へ
の
移
行
を
境
に
、
世
間

で
は
様
々
な
対
面
で
の
行
事
の
再
開
が
進

め
ら
れ
て
き
ま
し
た
。
当
セ
ン
タ
ー
で
も
６

月
16
日
（
金
）
の
夕
方
に
施
設
内
の
ホ
ー
ル

で
「
新
入
職
者
歓
迎
会
」
を
４
年
ぶ
り
に
開

催
し
ま
し
た
。
こ
の
３
年
間
に
新
た
に
セ
ン

タ
ー
の
職
員
と
な
っ
た
方
々
を
中
心
に
45
名

が
一
堂
に
会
し
ま
し
た
。
そ
し
て
飲
み
物

（
ア
ル
コ
ー
ル
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
）

と
お
弁
当
を
楽
し
み
な
が
ら
、
皆
で
い
ろ
い

ろ
語
り
合
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
特
に

「
新
入
職
者
」
に
は
お
一
人
ず
つ
自
己
紹
介

と
近
況
報
告
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
皆

様
の
様
々
な
、
時
に
は
意
外
と
思
わ
れ
る
よ

う
な
「
顔
」
を
知
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

か
く
い
う
こ
の
４
月
か
ら
皆
様
の
仲
間
に
入

れ
て
い
た
だ
い
た
、
最
も
新
米
な
私
も
自
己

紹
介
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
普
段
あ
ま
り
接

点
の
な
い
皆
様
に
も
名
前
と
顔
と
、
そ
し
て

趣
味
な
ど
も
覚
え
て
い
た
だ
け
た
の
か
な
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。
今
後
も
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
の
感
染
状
況
等
を
み
な
が
ら
少
し
ず

つ
に
は
な
る
と
思
い
ま
す
が
、
こ
の
様
な
機

会
を
作
っ
て
い
け
れ
ば
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

当
セ
ン
タ
ー
は
、
２
０
２
４
年
度
に
開
設

20
年
目
の
節
目
の
年
を
迎
え
ま
す
。
そ
れ

に
少
し
先
立
ち
、
２
０
２
４
年
２
月
17
日

（
土
）
に
「
あ
き
る
の
ル
ピ
ア
」
の
３
階

ル
ピ
ア
ホ
ー
ル
を
会
場
と
し
て
「
西
多
摩

療
育
支
援
セ
ン
タ
ー
開
設
20
年
記
念
事
業
」

を
開
催
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
事

業
で
の
メ
イ
ン
イ
ベ
ン
ト
は
「
地
域
連
携
」

を
テ
ー
マ
と
し
た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
す
。
シ

ン
ポ
ジ
ス
ト
と
し
て
吉
野
邦
夫
先
生
（
上
代

継
診
療
所
）、
田
中
哲
先
生
（
子
ど
も
と
家

族
の
メ
ン
タ
ル
ク
リ
ニ
ッ
ク
院
長
）、
そ
し

て
水
野
雅
文
先
生
（
東
京
都
立
松
沢
病
院
院

長
）
の
３
名
の
先
生
方
を
迎
え
、
小
児
期
か

ら
成
人
期
ま
で
の
各
年
代
で
の
地
域
連
携
の

実
際
と
今
後
の
課
題
に
つ
い
て
、
ご
講
演
い

た
だ
く
予
定
に
し
て
お
り
ま
す
。
も
し
お
時

間
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
ぜ
ひ
の
ぞ
き
に
来
て

い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。
な
お
、
対
面

だ
け
で
な
く
ｗ
ｅ
ｂ
配
信
を
行
う
形
（
つ
ま

り
Ｈ
ｙ
ｂ
ｒ
ｉ
ｄ
形
式
）
で
行
う
こ
と
も
考

え
て
お
り
ま
す
。
ご
自
身
の
職
場
あ
る
い
は

ご
自
宅
か
ら
で
も
気
楽
に
参
加
い
た
だ
け
る

会
に
出
来
れ
ば
と
思
い
、
現
在
鋭
意
準
備
を

進
め
て
お
り
ま
す
。

令
和
５
年
５
月
８
日
よ
り
、
新
型
コ
ロ

ナ
感
染
症
の
感
染
症
法
上
の
位
置
付
け
が
、

「
２
類
相
当
」
か
ら
「
５
類
感
染
症
」
に
移

行
さ
れ
ま
し
た
。
移
行
に
伴
い
当
院
の
日
常

に
お
け
る
基
本
的
な
感
染
対
策
に
つ
い
て
も

制
限
緩
和
が
お
こ
な
わ
れ
、
行
事
・
外
出
・

外
泊
・
面
会
に
関
し
て
は
コ
ロ
ナ
禍
以
前
の

形
に
少
し
ず
つ
戻
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

看
護
・
生
活
支
援
部
で
は
利
用
者
と
職
員

の
方
々
全
員
で
参
加
で
き
る
催
し
物
と
し
て

昨
年
の
年
末
に
「
も
ち
つ
き
」
を
開
催
し
ま

西
多
摩
だ
よ
り

西
多
摩
療
育
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　
　

セ
ン
タ
ー
長

清
水

教
一

端
午
の
節
句

　
　〜
鯉
の
ぼ
り
〜

東
京
小
児
療
育
病
院

看
護
・
生
活
支
援
部

生
活
支
援
担
当
係
長

富
永

健
雄

「鯉のぼり見つけた！」
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し
た
。
今
年
度
は
第
１
弾
と
し
て
「
端
午
の

節
句
・
鯉
の
ぼ
り
を
泳
が
す
」
を
企
画
し
ま

し
た
。

鯉
は
と
て
も
生
命
力
が
あ
り
、
大
き
く
丈

夫
で
清
流
だ
け
で
な
く
、
池
で
も
沼
で
も
生

き
ら
れ
る
魚
で
す
。
そ
ん
な
鯉
を
モ
チ
ー

フ
と
し
た
鯉
の
ぼ
り
は
、
中
国
の
神
話
や
伝

説
に
登
場
す
る
「
龍
」
が
関
係
し
て
い
る
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。
中
国
で
は
、
黄
河
の
上

流
に
あ
る
と
さ
れ
る
龍
門
と
い
う
滝
を
鯉
が

登
る
と
龍
に
な
る
と
い
う
「
登
龍
門
伝
説
」

が
あ
り
、
人
生
と
い
う
流
れ
の
中
で
遭
遇
す

る
難
関
を
鯉
の
よ
う
に
突
破
し
て
立
身
出
世

し
て
ほ
し
い
と
い
う
願
い
が
込
め
ら
れ
て
い

ま
す
。
私
た
ち
も
鯉
の
ぼ
り
の
「
登
龍
門
伝

説
」
の
願
い
に
あ
や
か
り
、
こ
れ
か
ら
も
皆

が
一
丸
と
な
っ
て
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
と
い

う
困
難
を
突
破
し
、
利
用
者
が
健
康
と
安
全

に
満
ち
た
生
活
を
送
れ
ま
す
よ
う
に
、
と
の

思
い
を
込
め
て
病
院
中
庭
に
鯉
の
ぼ
り
を
泳

が
す
計
画
と
し
ま
し
た
。

最
初
に
鯉
の
ぼ
り
を
集
め
る
こ
と
か
ら
始

め
ま
し
た
。
近
年
、
鯉
の
ぼ
り
を
ご
自
宅
で

泳
が
す
ご
家
庭
が
少
な
く
な
っ
て
い
る
傾
向

も
あ
り
、
実
際
に
集
ま
る
の
か
の
不
安
も

あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
病
院
職
員
全
体
に
今

回
の
趣
旨
と
併
せ
、
鯉
の
ぼ
り
の
ご
寄
附
を

募
っ
た
と
こ
ろ
、
大
小
様
々
な
色
合
い
の
鯉

の
ぼ
り
を
合
せ
て
20
匹
程
、
い
た
だ
く
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

い
よ
い
よ
鯉
の
ぼ
り
の
飾
り
付
け
で
す
。

病
院
中
庭
を
南
北
に
横
断
す
る
よ
う
に
病
院

本
館
２
階
バ
ル
コ
ニ
ー
か
ら
２
階
病
棟
の
バ

ル
コ
ニ
ー
に
か
け
て
４
本
の
ロ
ー
プ
を
架
け

ま
し
た
。
２
メ
ー
ト
ル
級
の
鯉
の
ぼ
り
は
家

族
ご
と
に
吊
る
し
、
５
メ
ー
ト
ル
級
の
手
描

き
鯉
の
ぼ
り
は
そ
の
威
風
堂
々
と
し
た
佇
ま

い
を
見
て
も
ら
う
た
め
に
胴
体
に
ロ
ー
プ
を

通
し
て
吊
る
す
よ
う
に
し
ま
し
た
。
青
空
の

中
、
約
20
匹
の
鯉
の
ぼ
り
が
一
斉
に
バ
タ
バ

タ
と
風
に
な
び
い
て
元
気
に
泳
ぎ
始
め
ま
す
。

そ
の
姿
を
見
守
る
利
用
者
・
職
員
か
ら
は
歓

声
が
あ
が
り
、時
に
拍
手
が
お
き
る
程
で
し
た
。

当
初
、
鯉
の
ぼ
り
は
『
こ
ど
も
の
日
』
ま

で
の
展
示
と
し
て
計
画
し
て
い
ま
し
た
が
、

利
用
者
や
職
員
か
ら
の
「
も
っ
と
見
て
い
た

い
」
と
の
ご
意
見
を
受
け
、
５
月
18
日
ま
で

延
長
と
な
り
ま
し
た
。
延
長
さ
れ
た
期
間
に

お
い
て
も
バ
ル
コ
ニ
ー
や
病
院
中
庭
に
て
利

用
者
が
鯉
の
ぼ
り
の
泳
ぐ
姿
を
見
て
楽
し
ん

で
い
る
様
子
が
あ
り
ま
し
た
。

登
龍
門
の
話
を
『
鯉
の
ぼ
り
』
と
い
う
形

で
、
青
空
を
泳
が
せ
る
と
い
う
発
想
は
、
世

界
に
類
を
見
な
い
日
本
人
独
特
の
感
性
で
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
は
終
わ
っ
た
訳
で
は
あ

り
ま
せ
ん
が
、
今
後
も
正
し
い
知
識
と
根
拠

を
基
に
感
染
対
策
に
臨
み
、
一
方
で
今
回
の

鯉
の
ぼ
り
企
画
の
よ
う
な
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な

発
想
を
も
っ
て
、
利
用
者
の
方
々
の
生
活
が

豊
か
な
も
の
に
な
る
よ
う
支
援
を
継
続
し
て

い
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

７
月
15
日
（
土
）
に
児
童
発
達
支
援
セ
ン

タ
ー
ち
ゅ
う
り
っ
ぷ
組
の
行
事
「
家
族
交
流

会
」
を
行
い
ま
し
た
。
昼
食
を
伴
っ
て
の
開

催
は
実
に
３
年
ぶ
り
と
な
り
ま
し
た
。
当

日
は
６
家
族
、
総
勢
23
名
も
の
方
が
集
ま
り
、

「
デ
イ
キ
ャ
ン
プ
」
の
テ
ー
マ
通
り
と
て
も

賑
や
か
な
雰
囲
気
で
始
ま
り
ま
し
た
。
ま
ず

は
わ
ら
べ
歌
体
操
で
身
体
を
ほ
ぐ
し
ま
す
が
、

い
つ
も
と
は
違
い
兄
弟
姉
妹
と
一
緒
に
ペ
ア

を
組
み
、
お
互
い
に
楽
し
そ
う
な
表
情
で
行

い
ま
し
た
。
そ
れ
で
は
各
コ
ー
ナ
ー
を
紹
介

し
ま
す
。

｢

リ
ア
ル
野
球
盤
」
大
谷
・
村
上
・
ヌ
ー

ト
バ
ー
の
障
害
物
が
行
く
手
を
遮
る
中
、
小

さ
い
手
で
バ
ッ
ト
を
握
っ
て
ス
イ
ン
グ
！

コ
ロ
コ
ロ
コ
ロ
と
ボ
ー
ル
を
転
が
し
・
・
・

ホ
ー
ム
ラ
ン
！
は
出
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
両

軍
と
も
２
塁
打
を
連
発
し
、
好
勝
負
を
繰
り

広
げ
て
い
ま
し
た
。

｢

モ
ル
ッ
ク
」
皆
さ
ま
ご
存
じ
！
モ
ル
ッ

ク
を
投
げ
て
ス
キ
ッ
ト
ル
に
当
て
て
先
に
50

点
取
っ
た
チ
ー
ム
の
勝
ち
と
い
う
ス
ポ
ー
ツ

で
す
！
し
か
し
、
本
物
は
少
し
難
し
い
の
で
、

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
に
子
ど
も
た
ち
が
好
き
な

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
を
貼
り
、
鈴
な
ど
音
が
鳴
る

も
の
を
入
れ
て
ス
キ
ッ
ト
ル
の
代
わ
り
に
し

て
楽
し
み
ま
し
た
。

｢

魚
釣
り
」
磁
石
が
餌
の
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
的
に

も
魚
に
も
優
し
い
魚
釣
り
で
し
た
。
た
だ
今

回
、
魚
に
は
最
強
の
ラ
イ
バ
ル
を
用
意
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
、
そ
れ
は
お
菓
子
！
こ

れ
に
は
子
ど
も
た
ち
も
大
興
奮
で
制
限
時
間

も
忘
れ
る
く
ら
い
に
集
中
し
て
い
ま
し
た
。

｢

オ
リ
ジ
ナ
ル
缶
バ
ッ
チ
作
り
」
好
き
な

色
を
選
び
、
模
様
や
絵
を
描
い
て
ガ
シ
ャ
コ

ン
ッ
！
！
と
レ
バ
ー
を
倒
し
て
、
世
界
に
一

つ
だ
け
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
缶
バ
ッ
チ
を
作
り
ま

し
た
！
（
大
人
の
方
の
ほ
う
が
真
剣
だ
っ
た

よ
う
な
・
・
・
）

ど
の
コ
ー
ナ
ー
で
も
、
普
段
み
る
こ
と
の

で
き
な
い
親
子
・
兄
弟
姉
妹
の
時
間
を
垣
間

見
る
こ
と
が
で
き
、
と
て
も
心
温
ま
り
ま
し

た
。
昼
食
は
理
事
長
の
特
製
焼
き
そ
ば
を
み

ん
な
で
食
べ
て
お
腹
も
温
ま
り
、
楽
し
い
一

日
と
な
り
ま
し
た
。

上
代
継
在
宅
地
域
支
援
セ
ン
タ
ー

児
童
発
達
支
援
セ
ン
タ
ー
の
家
族
会

西
多
摩
療
育
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　

生
活
支
援
部

通
所
係
長

佐
藤

　
　優

「おさかなつれたよ」
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永
年
勤
続
表
彰
（
敬
称
略
）

勤
続
四
十
年

理
学
療
法
士

丸
森

睦
美

勤
続
三
十
五
年

理
学
療
法
士

森　
　

智
子

勤
続
三
十
年

看

護

師

伊
藤
み
ゆ
き

生
活
支
援
員

夘
名
根
口
美
保
子

生
活
支
援
員

瀧　
　

広
明

生
活
支
援
員

小
山
田
救
人

理
学
療
法
士

矢
野

悦
子

調

理

師

栗
澤

康
夫

勤
続
二
十
五
年

看

護

師

吉
田　
　

武

診
療
放
射
線
技
師

片
口　
　

公

理
学
療
法
士

川
井
ま
さ
よ

作
業
療
法
士

住
田
多
恵
子

勤
続
二
十
年

医　
　
　

師

鶴
岡　
　

広

医　
　
　

師

赤
星

惠
子

看

護

師

槇
本

紀
恵

看

護

師

藤
木
真
由
美

看

護

師

馬
場
美
那
子

看

護

師

占
部

友
一

看

護

師

森
柗

直
美

生
活
支
援
員

野
島

雅
裕

生
活
支
援
員

村
木
健
太
郎

生
活
支
援
員

久
保
秋

聖

薬

剤

師

吉
田

陽
子

薬

剤

師

菊
池　
　

綾

事　
　
　

務

石
井

昌
之

勤
続
十
五
年

看

護

師

十
河

春
菜

看

護

師

水
村

静
江

准
看
護
師

長
田

正
吾

生
活
支
援
員

小
川

高
史

生
活
支
援
員

永
原

裕
嗣

生
活
支
援
員

金
子
幸
太
郎

生
活
支
援
員

佐
藤　
　

優

言
語
聴
覚
士

泉　
　

幸
枝

勤
続
十
年

看

護

師

黒
坂

有
加

看

護

師

中
井

基
喜

看

護

師

陶
山

秀
幸

看

護

師

河
内

千
春

生
活
支
援
員

内
山

祥
子

生
活
支
援
員

宮
下

友
佑

生
活
支
援
員

碓
井

友
美

生
活
支
援
員

成
田

友
樹

生
活
支
援
員

髙
橋

勇
哉

生
活
支
援
員

長
嶺

健
也

生
活
支
援
員

臼
田

葉
月

生
活
支
援
員

市
川

貴
大

生
活
支
援
員

成
田

美
鈴

生
活
支
援
員

滝
田

将
平

生
活
支
援
員

木
下

幸
恵

生
活
支
援
員

松
田
恵
美
衣

生
活
支
援
員

和
田

崇
義

理
学
療
法
士

早
川

悠
乃

臨
床
工
学
技
士

佐
原　
　

要

言
語
聴
覚
士

瀧
山

飛
鳥

心　
　
　

理

川
渕
三
和
代

ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー

古
川
亜
由
美

私
は
昭
和
63
年
４
月
か
ら
当
院
で

理
学
療
法
士
（
以
下
Ｐ
Ｔ
）
と
し
て

働
き
始
め
ま
し
た
。
当
時
は
東
京
小

児
療
育
病
院
が
肢
体
不
自
由
児
施
設

で
、
み
ど
り
愛
育
園
が
重
症
心
身
障

害
児
施
設
に
な
っ
て
い
て
、
私
は
東

京
小
児
療
育
病
院
に
配
属
さ
れ
ま
し

た
。

も
子
ど
も
達
が
良
い
方
向
に
成
長
し

た
時
に
は
達
成
感
に
満
た
さ
れ
ま
し

た
。当

時
、
入
所
児
は
幼
児
や
学
齢
児

だ
っ
た
の
で
、
病
棟
で
は
保
育
や
レ

ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
日
課
と
し
て
行

な
っ
て
い
ま
し
た
。
活
動
に
一
緒
に

参
加
し
て
、
姿
勢
作
り
や
運
動
を
サ

ポ
ー
ト
し
ま
し
た
。
新
人
の
頃
は
病

棟
に
入
る
時
間
も
多
く
、
子
ど
も
達

の
生
活
の
流
れ
を
じ
っ
く
り
見
る
こ

と
が
出
来
た
の
も
良
い
経
験
で
し
た
。

ま
た
、
当
時
は
運
動
会
や
遠
足
な
ど

の
行
事
に
新
人
の
リ
ハ
職
員
も
参
加

し
て
い
ま
し
た
。
運
動
会
で
は
育
務

課
（
現
・
生
活
支
援
科
）
の
職
員
と

一
緒
に
司
会
を
拝
命
し
、
無
事
終
了

す
る
ま
で
緊
張
し
て
い
た
の
を
覚
え

て
い
ま
す
。
遠
足
で
は
西
武
園
ゆ
う

え
ん
ち
に
行
き
ま
し
た
。
担
当
の
子

ど
も
と
一
緒
に
園
内
を
散
歩
し
た
り

遊
具
に
乗
っ
た
り
楽
し
く
過
ご
し
ま

し
た
。
通
常
の
業
務
と
は
違
う
貴
重

な
体
験
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

現
在
入
職
36
年
目
に
突
入
し
ま
し

た
が
、
初
心
を
忘
れ
ず
基
本
に
忠
実

に
自
分
に
出
来
る
こ
と
を
し
っ
か
り

行
い
、
集
大
成
に
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

当
時
の
東
京
小
児
療
育
病
院
は
東

病
棟
と
西
病
棟
の
２
病
棟
で
、
東
病

棟
に
は
乳
児
～
幼
児
、
西
病
棟
に
は

幼
児
～
小
学
生
の
子
ど
も
達
が
生
活

し
て
い
ま
し
た
。
当
時
の
西
病
棟
に

は
、
杖
歩
行
や
這
い
這
い
で
移
動
す

る
子
ど
も
達
、
車
椅
子
を
自
走
し
て

移
動
す
る
子
ど
も
達
が
大
勢
い
ま
し

た
。
学
齢
児
に
は
、
会
話
の
出
来
る

子
も
多
か
っ
た
で
す
。
新
人
だ
っ
た

私
は
、
半
年
間
は
病
棟
の
利
用
者
さ

ん
の
み
10
名
位
担
当
し
ま
し
た
。
ま

ず
は
子
ど
も
達
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
と
り
、
良
好
な
関
係
作
り

を
心
が
け
ま
し
た
。
前
担
当
者
か
ら

引
き
継
い
だ
理
学
療
法
を
実
施
し
ま

し
た
が
、
最
初
は
イ
メ
ー
ジ
し
た
よ

う
に
は
う
ま
く
い
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

先
輩
Ｐ
Ｔ
に
相
談
し
た
り
、
先
輩
の

ハ
ン
ド
リ
ン
グ
や
治
療
場
面
の
設
定

を
見
様
見
真
似
で
試
し
、
試
行
錯
誤

の
繰
り
返
し
で
し
た
。
う
ま
く
い
か

な
い
こ
と
の
方
が
多
く
て
も
、
時
々

成
功
し
た
時
に
は
と
て
も
嬉
し
か
っ

た
こ
と
を
覚
え
て
い
ま
す
。
経
験
の

な
い
私
に
は
、
子
ど
も
の
将
来
像
を

見
据
え
て
効
率
的
に
Ｐ
Ｔ
を
行
う
こ

と
が
難
し
く
、
良
い
反
応
を
積
み
重

ね
て
い
く
こ
と
の
毎
日
で
、
そ
れ
で

令
和
五
年
度

鶴
風
会
表
彰

　
当
法
人
事
業
に
貢
献
し
て
く
だ
さ
る
方
々
の
功
績
を
称
え
、
令
和
五
年
度

鶴
風
会
表
彰
を
行
い
ま
し
た
。
受
賞
者
の
方
々
に
は
、
こ
れ
ま
で
の
ご
尽
力

に
心
よ
り
感
謝
い
た
し
ま
す
と
と
も
に
、
引
き
続
き
お
力
添
え
を
賜
り
ま
す

よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

入
職
１
年
目
を

　
　
　
振
り
返
っ
て

理
学
療
法
士

森

智
子
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社会福祉法人鶴風会
チャリティーコンサート～オルフェの会～ 社会福祉法人鶴風会

チャリティバザー
開催中止のお知らせ

当法人後援会主催の歳末チャリティーコンサート「オルフェの会
」を４年ぶりに開催することになりました。多くの皆様のご参加
をお願い申し上げます。会費の一部は社会福祉法人鶴風会の発展
に寄与させていただきます。
ご支援・ご協力のほど、よろしくお願い申し上げます。

　日　時　令和５年１２月３日（日曜日）
　場　所　新高輪プリンスホテル　国際館パミール
　会　費　２万円（予定）
　内　容　２部構成になっております。
　　①池田直樹・バス・バリトン、池田早苗・メゾ・ソプラノ
　　②落語　出演者　三遊亭　楽生  どうぞご期待ください。
　申込み　社会福祉法人鶴風会後援会
　　　　　事務局　石井　昌之・熊井　愛斗　宛
　　　　　電話：042-561-2521　FAX：042-566-3753

社会福祉法人鶴風会
チャリティーコンサート～オルフェの会～

に寄与させていただきます。
ご支援・ご協力のほど、よろしくお願い申し上げます。

　日　時　令和５年１２月３日（日曜日）
　場　所　新高輪プリンスホテル　国際館パミール
　会　費　２万円（予定）
　内　容　２部構成になっております。
　　①池田直樹・バス・バリトン、池田早苗・メゾ・ソプラノ

　申込み　社会福祉法人鶴風会後援会
　　　　　事務局　石井　昌之・熊井　愛斗　宛
　　　　　電話：042-561-2521　FAX：042-566-3753

当法人後援会主催の歳末チャリティーコンサート「オルフェの会
」を４年ぶりに開催することになりました。多くの皆様のご参加
をお願い申し上げます。会費の一部は社会福祉法人鶴風会の発展

　　②落語　出演者　三遊亭　楽生  どうぞご期待ください。
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としておりましたが、新型コロナ
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社会福祉法人　鶴風会　令和４年度　事業活動計算書
勘定科目 当年度決算(A) 前年度決算(B) 増減(A)-(B)

サービス活動増減の部
　サービス活動収益計 4,432,203,213 4,326,368,601 105,834,612
　サービス活動費用計 4,416,691,586 4,353,151,018 63,540,568
　サービス活動増減差額 15,511,627 -26,782,417 42,294,044
サービス活動外増減の部
　サービス活動外収益計 36,879,032 29,684,058 7,194,974
　サービス活動外費用計 3,100,723 3,880,170 -779,447
　サービス活動外増減差額 33,778,309 25,803,888 7,974,421
　経常増減差額 49,289,936 -978,529 50,268,465
特別増減の部
　特別収益計 42,204,868 142,581,371 -100,376,503
　特別費用計 39,762,909 333,199,665 -293,436,756
　特別増減差額 2,441,959 -190,618,294 193,060,253
　当期活動増減差額 51,731,895 -191,596,823 243,328,718
繰越活動増減差額の部
前期繰越活動増減差額 1,283,525,976 1,426,642,799 -143,116,823
当期末繰越活動増減差額 1,335,257,871 1,235,045,976 100,211,895
基本金取崩額 0 0 0
その他の積立金取崩額 17,500,000 108,480,000 -90,980,000
その他の積立金積立額 204,000,000 60,000,000 144,000,000
次期繰越活動増減差額 1,148,757,871 1,283,525,976 -134,768,105

社会福祉法人　鶴風会　令和４年度　資金収支計算書
勘定科目 予算(A) 決算(B) 差異(A)-(B)

事業活動による収支
　事業活動収入計 4,379,289,000 4,469,082,245 -89,793,245
　事業活動支出計 4,186,482,000 4,181,079,972 5,402,028
事業活動資金収支差額 192,807,000 288,002,273 -95,195,273
施設整備等による収支
　施設整備等収入計 33,720,000 38,132,506 -4,412,506
　施設整備等支出計 140,245,000 142,203,103 -1,958,103
施設整備等資金収支差額 -106,525,000 -104,070,597 -2,454,403
その他の活動による収支
その他の活動収入計 96,330,000 103,749,305 -7,419,305
その他の活動支出計 163,092,000 281,958,290 -118,866,290
その他の活動資金収支差額 -66,762,000 -178,208,985 111,446,985
予備費支出 0 0 0
当期資金収支差額合計 19,520,000 5,722,691 13,797,309
前期末支払資金残高 1,724,812,377 1,724,812,377 0
当期末支払資金残高 1,744,332,377 1,730,535,068 13,797,309

社会福祉法人　鶴風会　令和４年度　貸借対照表
勘定科目

当年度末 前年度末 増減
流動資産 2,028,998,467 2,138,542,875 -109,544,408
固定資産 4,254,341,922 4,245,010,691 9,331,231
基本財産 2,247,684,603 2,359,378,004 -111,693,401
その他の固定資産 2,006,657,319 1,885,632,687 121,024,632
資産の部合計 6,283,340,389 6,383,553,566 -100,213,177
負債の部
流動負債 520,241,654 648,544,238 -128,302,584
固定負債 1,397,848,133 1,388,900,171 8,947,962
負債の部合計 1,918,089,787 2,037,444,409 -119,354,622
純資産の部
基本金 1,705,794,456 1,705,794,456 0
国庫補助金等特別積立金 771,669,731 804,260,181 -32,590,450
その他の積立金 739,028,544 552,528,544 186,500,000
次期繰越活動増減差額 1,148,757,871 1,283,525,976 -134,768,105
（うち当期活動増減差額） 51,731,895 -191,596,823 243,328,718
純資産の部合計 4,365,250,602 4,346,109,157 19,141,445
負債及び純資産の部合計 6,283,340,389 6,383,553,566 -100,213,177
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